
(57)【要約】

【課題】　広帯域の周波数を吸収する実用的な電波吸収

体を提供する。

【解決手段】　導電体から構成された導体箔２０と、抵

抗体から構成されて導体箔２０から所定の距離離れた位

置に配置された抵抗被膜２１と、導電体で構成され、抵

抗被膜２１の導体箔２０と対向する面に付着されたパッ

チ素材２２とを備え、抵抗被膜２１と導体箔２０との間

は、誘電体としての樹脂２３で充填されている。パッチ

素材２２が付着された抵抗被膜２１は、入射された電波

の吸収体となると共に、パッチ素材２２で設定される電

波の吸収特性のＱ値を下げることになり、広帯域の電波

吸収体が実現される。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 導 電 体 か ら 構 成 さ れ た 反 射 膜 と 、
　 抵 抗 体 か ら 構 成 さ れ 、 前 記 反 射 膜 か ら 所 定 の 距 離 離 れ た 位 置 に 配 置 さ れ 、 前 記 反 射 膜 に
対 峙 す る 吸 収 膜 と 、
　 導 電 体 で 構 成 さ れ 、 前 記 吸 収 膜 の 前 記 反 射 膜 と 対 向 す る 面 に 付 着 さ れ た パ ッ チ 素 材 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 電 波 吸 収 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 パ ッ チ 素 材 は 、 複 数 で あ り 、 前 記 面 に マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 電 波 吸 収 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 複 数 の パ ッ チ 素 材 に は 、 サ イ ズ 或 い は 形 状 の 異 な る 複 数 種 の パ ッ チ 素 材 が 含 ま れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 波 吸 収 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 パ ッ チ 素 材 と 前 記 反 射 膜 と の 間 は 、 誘 電 体 で 充 填 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 又 は ２ に 記 載 の 電 波 吸 収 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 波 吸 収 体 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 オ フ ィ ス 等 に お い て 、 情 報 交 換 に 無 線 通 信 が 使 用 さ れ て い る 。 し か し 、 無 線 通 信 の 電 磁
波 が オ フ ィ ス 等 の 壁 ・ 天 井 で 反 射 す る こ と に よ り 、 空 間 内 に 反 射 波 が 減 衰 せ ず に 残 存 し て
、 通 信 環 境 を 悪 化 さ せ 、 符 号 誤 り 率 が 高 く な っ た り 、 情 報 伝 達 レ ー ト が 低 下 し た り す る 場
合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 問 題 点 に 対 応 す る た め に 、 １ ／ ４ λ 型 電 波 吸 収 体 や 、 特 許 文 献 １ に 示 さ れ た 多 周 波
帯 対 応 電 波 吸 収 体 が 開 発 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ４ ０ １ ９ ４ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 １ ／ ４ λ 型 電 波 吸 収 体 は 、 無 線 通 信 で 使 用 す る 電 磁 波 を 吸 収 す る も の で あ り 、 金 属 箔 と
、 そ の 金 属 に １ ／ ４ λ （ λ は 吸 収 対 象 電 磁 波 の 波 長 ） の 間 隔 を 置 い て 対 向 し た 抵 抗 膜 で 構
成 さ れ て い る 。 抵 抗 膜 は 、 電 気 抵 抗 体 を 塗 布 し た フ ィ ル ム ま た は 布 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ の 多 周 波 帯 対 応 電 波 吸 収 体 は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 方 形 の 導 体 箔 １ ３ と 、 導
体 箔 １ ３ に 対 向 し て 配 置 さ れ た 方 形 の 抵 抗 被 膜 １ ５ と 、 導 体 箔 １ ３ と 抵 抗 被 膜 １ ５ の 間 に
配 置 さ れ た 導 体 層 １ ７ と を 備 え て い る 。
　 抵 抗 皮 膜 １ ５ は 、 導 体 箔 １ ３ と ほ ぼ 等 し い サ イ ズ で 、 金 属 の 酸 化 物 を 塗 布 し た フ ィ ル ム
又 は 布 等 か ら 構 成 さ れ る 。 導 体 層 １ ７ は 、 複 数 の 導 体 膜 １ ７ ａ が マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ せ
て 構 成 さ れ る 。 各 導 体 膜 １ ７ ａ は 、 導 体 箔 １ ３ と 同 様 、 電 波 の 完 全 反 射 体 か ら 構 成 さ れ て
い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 １ ／ ４ λ 型 電 波 吸 収 体 で は 、 特 定 の 周 波 数 帯 域 に つ い て 、 反 射 損 失 を 増 加 さ せ る こ と が
で き る 。 特 許 文 献 １ の 多 周 波 帯 対 応 電 波 吸 収 体 で は 、 中 心 周 波 数 の 異 な る 複 数 の 帯 域 の 反
射 損 失 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 室 内 無 線 通 信 お け る マ ル チ パ ス に よ る フ ェ ー ジ ン グ 対 策 と し て 使 用 す る
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電 波 吸 収 体 で は 、 電 波 暗 室 に 用 い る 電 波 吸 収 体 ほ ど の 電 波 吸 収 特 性 を 持 つ 必 要 が な い 。 ま
た 、 室 内 で 利 用 さ れ る 無 線 通 信 の 帯 域 が 増 え る 方 向 に あ る 。 さ ら に 、 将 来 的 に 、 Ｕ Ｗ Ｂ （
Ｕ ｌ ｔ ｒ ａ 　 Ｗ ｉ ｄ ｅ 　 Ｂ ａ ｎ ｄ ） を 利 用 す る 無 線 通 信 も 盛 ん に な る こ と が 想 定 さ れ る 。
こ う い っ た 室 内 環 境 や Ｕ Ｗ Ｂ 等 の 周 波 数 帯 域 の 点 か ら 、 電 波 吸 収 体 に 要 求 さ れ る 特 性 を 検
討 す る と 、 反 射 損 失 の ピ ー ク は 、 １ ０ ｄ Ｂ 程 度 の 低 い レ ベ ル で よ い が 、 広 帯 域 の 電 波 を 吸
収 す る 必 要 が あ る 。 比 帯 域 幅 と し て は １ ０ ０ パ ー セ ン ト 程 度 あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 広 帯 域 の 電 波 吸 収 体 は 、 １ ／ ４ λ 型 電 波 吸 収 体 で は 実 現 で き な い 。 特 許 文 献
１ の 多 周 波 帯 対 応 電 波 吸 収 体 で 広 帯 域 の 電 波 吸 収 体 を 実 現 し よ う と す る と 、 導 体 層 １ ７ の
数 を 増 や し て 、 各 導 体 層 １ ７ に サ イ ズ の 異 な る 導 体 膜 １ ７ ａ を マ ト リ ク ス 状 に 配 置 す る 必
要 が あ る 。 と こ ろ が 、 異 な る サ イ ズ の 導 体 膜 １ ７ ａ を 規 則 的 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 す る こ と
は 困 難 で あ り 、 実 用 的 で な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 広 帯 域 の 電 波 を 吸 収 す る こ と が で き 、 か つ 実 用 的 な 電 波 吸 収 体 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 観 点 に 係 る 電 波 吸 収 体 は 、
　 導 電 体 か ら 構 成 さ れ た 反 射 膜 と 、
　 抵 抗 体 か ら 構 成 さ れ 、 前 記 反 射 膜 か ら 所 定 の 距 離 離 れ た 位 置 に 配 置 さ れ 、 前 記 反 射 膜 に
対 峙 す る 吸 収 膜 と 、
　 導 電 体 で 構 成 さ れ 、 前 記 吸 収 膜 の 前 記 反 射 膜 と 対 向 す る 面 に 付 着 さ れ た パ ッ チ 素 材 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 尚 、 前 記 パ ッ チ 素 材 は 、 複 数 で あ り 、 前 記 面 に マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 複 数 の パ ッ チ 素 材 に は 、 サ イ ズ 或 い は 形 状 の 異 な る 複 数 種 の パ ッ チ 素 材 が 含
ま れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 パ ッ チ 素 材 と 前 記 反 射 膜 と の 間 は 、 誘 電 体 で 充 填 さ れ て い て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 で は 、 パ ッ チ 素 材 が 吸 収 膜 に 付 着 さ れ て い る の で 、 吸 収 膜 が 電 波 エ ネ ル ギ ー の 吸
収 体 と な る と 共 に 、 パ ッ チ 素 材 で 得 ら れ る 電 波 吸 収 特 性 の Ｑ 値 を 下 げ る よ う に 機 能 す る 。
こ れ に よ り 、 広 帯 域 の 電 波 を 吸 収 す る こ と が で き 、 か つ 実 用 的 な 電 波 吸 収 体 を 提 供 す る こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 図 面 に 基 づ き 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 電 波 吸 収 体 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ は 、 図 １ の 電 波
吸 収 体 の 断 面 図 で あ る 。
　 こ の 電 波 吸 収 体 は 、 方 形 の 導 体 箔 ２ ０ と 、 導 体 箔 ２ ０ に 対 峙 し て 配 置 さ れ た 方 形 の 抵 抗
被 膜 ２ １ と 、 抵 抗 被 膜 ２ １ の 導 体 箔 ２ ０ に 対 向 す る 面 に 付 着 さ れ た パ ッ チ 素 材 ２ ２ と 、 導
体 箔 ２ ０ と 抵 抗 被 膜 ２ １ 及 び パ ッ チ 素 材 ２ ２ と の 間 を 充 填 す る 樹 脂 ２ ３ と 、 こ れ ら 全 体 を
被 覆 す る カ バ ー （ 図 示 せ ず ） と に よ り 構 成 さ れ る 。
　 導 体 箔 ２ ０ は 、 電 波 の 反 射 膜 で あ り 、 電 波 の 完 全 反 射 体 で あ る 銅 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は そ
れ ら の 合 金 等 の 金 属 の 膜 か ら 形 成 さ れ 、 例 え ば 、 縦 横 ３ ０ ｃ ｍ か ら １ ｍ 、 厚 さ １ ０ ０ μ ｍ
～ １ ｍ ｍ に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 抵 抗 被 膜 ２ １ は 、 電 波 を 減 衰 さ せ る 吸 収 膜 で あ り 、 導 体 箔 ２ ０ と ほ ぼ 等 し い サ イ ズ で 、
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導 体 箔 ２ ０ か ら 例 え ば ４ ｍ ｍ 離 れ た 位 置 に 配 置 さ れ 、 厚 み が １ ０ ｍ ｍ の 膜 か ら 構 成 さ れ て
い る 。 抵 抗 被 膜 ２ １ は 、 炭 素 粉 を 混 入 し た 発 砲 フ ォ ー ム 等 で 形 成 さ れ 、 そ の 導 電 率 は 、 炭
素 含 有 率 に よ っ て 例 え ば ０ ． ５ Ｓ ／ ｍ に 調 整 さ れ て い る 。 抵 抗 被 膜 ２ １ の 比 誘 電 率 は ２ ～
３ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 パ ッ チ 素 材 ２ ２ は 、 例 え ば 一 辺 の 長 さ が １ ５ ０ ｍ ｍ の 正 方 形 の 外 形 を 有 し て い る 。 パ ッ
チ 素 材 ２ ２ は 、 導 体 箔 ２ ０ と 同 様 、 電 波 の 完 全 反 射 体 で あ る 銅 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 そ れ ら の
合 金 等 の 金 属 か ら 構 成 さ れ 、 抵 抗 被 膜 ２ １ に 付 着 さ れ て 導 体 箔 ２ ０ に 対 向 し て い る 。 複 数
の パ ッ チ 素 材 ２ ２ が マ ト リ ク ス 状 に 抵 抗 被 膜 ２ １ に 付 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 樹 脂 ２ ３ は 、 例 え ば 、 比 誘 電 率 が １ ～ １ ． ２ 程 度 で あ り 、 発 砲 ス チ ロ ー ル 等 で 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 こ の 電 波 吸 収 体 の 製 造 方 法 を 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 厚 さ １ ０ ｍ ｍ に 形 成 さ れ た 抵 抗 被 膜 ２ １ を 用 意 す る 。
　 抵 抗 被 膜 ２ １ の 一 主 面 に 、 裁 断 さ れ た パ ッ チ 素 材 ２ ２ を 導 電 性 接 着 剤 を 用 い て 接 着 す る
（ 図 ３ （ ａ ） ） 。 こ の と き 、 パ ッ チ 素 材 ２ ２ の 配 置 が マ ト リ ク ス 状 に な る よ う に し て パ ッ
チ 素 材 ２ ２ を 抵 抗 被 膜 ２ １ に 接 着 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 導 電 性 接 着 剤 が 乾 燥 し て パ ッ チ 素 材 ２ ２ が 抵 抗 被 膜 ２ １ に 固 定 さ れ た 後 、 誘 電 率 が １ ～
１ ． ２ 程 度 で 厚 み が ３ ｍ ｍ の 発 砲 ス チ ロ ー ル 板 を 樹 脂 ２ ３ と し て 、 抵 抗 被 膜 ２ １ の 一 主 面
に 非 導 電 性 の 接 着 剤 で 付 着 さ せ る （ 図 ３ （ ｂ ） ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 非 導 電 性 の 接 着 剤 が 乾 燥 し て 、 樹 脂 ２ ３ が 抵 抗 被 膜 ２ １ に 固 定 さ れ た 後 、 樹 脂 ２ ３ の 抵
抗 被 膜 ２ １ が 接 着 さ れ て い な い 面 に 、 厚 み が １ ０ ０ μ ｍ ～ １ ｍ ｍ の 導 体 箔 ２ ０ を 任 意 の 接
着 剤 で 接 着 さ せ る （ 図 ３ （ ｃ ） ） 。 以 上 で 電 波 吸 収 体 が 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 図 １ の 電 波 吸 収 体 の 特 性 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ の 電 波 吸 収 体 の 特 性 を 評 価 す る た め に 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す Ａ パ タ ー ン の サ ン プ ル と
、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す Ｂ パ タ ー ン の サ ン プ ル と 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す Ｃ パ タ ー ン の サ ン プ ル に
つ い て 、 電 波 の 吸 収 量 を 調 べ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 Ａ パ タ ー ン の サ ン プ ル は 、 導 体 箔 ２ ０ に 直 接 、 抵 抗 被 膜 ２ ２ を 接 着 し 、 抵 抗 被 膜 ２ １ の
内 部 に パ ッ チ 素 材 ２ ２ を 埋 め 込 ん だ も の で あ る 。 抵 抗 被 膜 ２ １ の 厚 さ は 、 １ ０ ｍ ｍ で あ り
、 抵 抗 被 膜 ２ １ の 導 電 率 は ０ ． ５ ３ ｓ ／ ｍ で あ り 、 抵 抗 被 膜 ２ １ の 比 誘 電 率 は ２ ． ５ ４ で
あ る 。 パ ッ チ 素 材 ２ ２ は 、 導 体 箔 ２ ０ か ら の 距 離 が ３ ｍ ｍ と な る 位 置 に 埋 め 込 ま れ 、 導 体
箔 ２ ０ に 対 向 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 Ｂ パ タ ー ン の サ ン プ ル は 、 本 実 施 形 態 の 電 波 吸 収 体 を 模 擬 し た も の で あ り 、 導 体 箔 ２ ０
に 対 し て 厚 み ３ ｍ ｍ の 樹 脂 ２ ３ を 介 し て パ ッ チ 素 材 ２ ２ 及 び 抵 抗 被 膜 ２ １ が 対 向 し て い る
。 樹 脂 ２ ３ の 比 誘 電 率 は 、 １ ～ １ ． ２ 程 度 で あ る 。 抵 抗 被 膜 ２ １ の 厚 み は １ ０ ｍ ｍ で あ り
、 抵 抗 被 膜 ２ １ の 導 電 率 は ０ ． ５ ３ ｓ ／ ｍ で あ る 。 抵 抗 被 膜 ２ １ の 比 誘 電 率 は ２ ． ５ ４ で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 Ｃ パ タ ー ン の サ ン プ ル は 、 導 体 箔 ２ ０ 上 に 、 厚 み が ３ ｍ ｍ の 樹 脂 ２ ３ ａ を 配 置 し 、 そ の
樹 脂 ２ ３ ａ の 上 に 、 パ ッ チ 素 材 ２ ２ を 付 着 さ せ て い る 。 そ し て 、 パ ッ チ 素 材 ２ ２ の う え に
、 厚 み が ３ ｍ ｍ の 樹 脂 ２ ３ ｂ を 配 置 し 、 樹 脂 ２ ３ ｂ の 上 に 抵 抗 被 膜 ２ １ を 配 置 し て い る 。
樹 脂 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ の 比 誘 電 率 は １ ～ １ ． ２ 程 度 で あ る 。 抵 抗 被 膜 ２ １ の 厚 み は １ ０ ｍ ｍ
で あ り 、 導 電 率 は ０ ． ５ ３ ｓ ／ ｍ で あ る 。 抵 抗 被 膜 ２ １ の 比 誘 電 率 は ２ ． ５ ４ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 Ａ パ タ ー ン 、 Ｂ パ タ ー ン 及 び Ｃ パ タ ー ン の サ ン プ ル の 抵 抗 被 膜 ２ １ 側 か ら 電 波 を 入 射 し
、 反 射 損 失 を 測 定 す る と 、 図 ５ の よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 Ａ パ タ ー ン の サ ン プ ル で は 、 ６ ． ８ Ｇ Ｈ ｚ 近 辺 を 中 心 周 波 数 と す る 吸 収 量 の ピ ー ク が 得
ら れ る が 、 吸 収 量 が １ ０ ｄ Ｂ を 超 え る 周 波 数 帯 域 は 狭 い 。 比 帯 域 幅 は 、 ５ ０ ％ 程 度 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 Ｃ パ タ ー ン の サ ン プ ル で は 、 ６ ． ３ Ｇ Ｈ ｚ 近 辺 を 中 心 周 波 数 と す る 吸 収 量 の ピ ー ク と １
０ ． ６ Ｇ Ｈ ｚ 近 傍 を 中 心 周 波 数 と す る ２ つ の 吸 収 量 の ピ ー ク が 得 ら れ る 。 し か し な が ら 、
Cパ タ ー ン の サ ン プ ル で は 吸 収 量 が １ ０ ｄ Ｂ を 超 え る 周 波 数 帯 域 は 狭 く 、 不 十 分 で あ る 。
比 帯 域 幅 は 、 ５ ０ ％ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 Ｂ パ タ ー ン の サ ン プ ル で は 、 ６ Ｇ Ｈ ｚ 近 傍 に 吸 収 量 の ピ ー ク が あ る が 、 そ の 周 波 数 に お
け る 吸 収 量 は 、 １ ５ ｄ Ｂ と 低 い 。 し か し な が ら 、 吸 収 量 が １ ０ ｄ Ｂ を 超 え る 帯 域 は 、 Ａ ，
Ｃ パ タ ー ン の サ ン プ ル に 比 べ て 遙 か に 広 く な っ て い る 。 比 帯 域 幅 は ９ ３ ％ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 し た が っ て 、 パ ッ チ 素 材 ２ ２ が 抵 抗 被 膜 ２ １ に 付 着 さ れ て い る の で 、 抵 抗 被 膜 ２ １ が 電
波 エ ネ ル ギ ー の 吸 収 体 と な る と 共 に 、 パ ッ チ 素 材 ２ ２ で 得 ら れ る 電 波 吸 収 特 性 の Ｑ 値 を 下
げ る よ う に 機 能 す る も の と 推 定 と さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 電 波 吸 収 体 は 、 広 帯 域 の 電 波 を 吸 収 す る こ と が で き 、 か つ
実 用 的 な 電 波 吸 収 体 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 尚 、 本 発 明 は 、 条 規 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ る 。 そ の 変 形 例 と し
て は 、 例 え ば 次 の よ う な も の が あ る 。
　 （ １ ） 導 体 箔 ２ ０ と 抵 抗 被 膜 ２ １ と の 間 隔 は 、 吸 収 対 象 の 周 波 数 帯 域 及 び 樹 脂 ２ ３ の 誘
電 率 等 に 応 じ て 任 意 に 変 更 可 能 で あ る 。 同 様 に 、 パ ッ チ 素 材 ２ ２ の サ イ ズ は 、 吸 収 対 象 と
な る 周 波 数 帯 や 希 望 す る 吸 収 特 性 等 に 応 じ て 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ ２ ） 図 ６ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 、 変 形 例 を 示 す 図 で あ り 、 抵 抗 被 膜 ２ １ が 示 さ れ て い る 。
　 抵 抗 被 膜 ２ １ に マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ る パ ッ チ 素 材 ２ ２ の 形 状 は 、 方 形 ば か り で な く
、 任 意 の 形 状 も の が 選 択 で き 、 例 え ば 図 ６ （ ａ ） の よ う に 、 三 角 形 で も よ く 、 図 ６ （ ｂ ）
の よ う に 円 形 で も よ く 、 さ ら に 、 こ れ ら を 組 み 合 わ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ ３ ） 　 各 パ ッ チ 素 材 ２ ２ は 、 導 体 の メ ッ シ ュ で 構 成 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 電 波 吸 収 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 電 波 吸 収 体 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 電 波 吸 収 体 の 製 造 方 法 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 サ ン プ ル の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 各 サ ン プ ル の 吸 収 量 の 測 定 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 パ ッ チ 素 材 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 電 波 吸 収 体 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ２ ０ 　 　 　 導 体 箔
　 ２ １ 　 　 　 抵 抗 被 膜
　 ２ ２ 　 　 　 パ ッ チ 素 材
　 ２ ３ 　 　 　 樹 脂
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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